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ソ リ ューシ ョ ン概要
アプ リ ケーシ ョ ン ア クセラ レーシ ョ ンおよびブ ラ ンチ

オフ ィ ス イ ン フ ラ ス ト ラ クチ ャ統合のためのシス コ と

EMC のソ リ ューシ ョ ン

IT 企業は、 リ モー ト  ユーザがローカル イ ン フ ラス ト ラ クチャ で享受し ているサー

ビス レベルを維持しつつ、 コ ス ト がかさんで管理が面倒なブ ラ ンチ オフ ィ ス サー

バと ス ト レージ イ ン フ ラス ト ラ クチャ を統合する とい う課題に直面し ています。分

散し たフ ァ イル サーバをデータ セン ターに集中化する こ と で、データの管理と保護

は容易にな り ますが、 WAN 環境でのフ ァ イル ア クセス プロ ト コルの動作によ り、

リ モー ト  オフ ィ スのユーザに対するパフ ォーマンスは低下し ます。 シス コ と  EMC
は、Cisco® Wide Area Application Services（WAAS）テ ク ノ ロジーと  EMC の Celerra
ス ト レージ テ ク ノ ロ ジーを中核に据えたエ ン ド ツーエ ン ド のイ ン フ ラ ス ト ラ ク

チャ統合ソ リ ューシ ョ ンを共同で提供し ています。

課題

IT 企業では、分散し た従業員の生産性に必要なサービス レベルを満たすために、会社全体に

わたってフ ァ イル サーバ、 Web サーバ、 電子メ ール サーバ、 その他のサーバを展開し てい

ます （図 1）。 ス ト レージ要求が増加の一途をたど り、 法令準拠が課されるのに伴って、 IT 企
業は分散型のイ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ を集中化するかそのまま維持するかと い う 選択を迫ら

れています。

コス ト のかかるサーバを リ モー ト  オフ ィ スから除去する とい う考えは魅力的ですが、リ モー

ト  ユーザがすべての重要情報に負荷の高い WAN 経由でア ク セスする よ う にな った場合に

生じ る問題を考慮し なければな り ません。 しかも、 単にフ ァ イル サーバをデータ セン ターに

統合するだけでは、 多数のサーバの管理に伴 う コ ス ト をな く すこ とはでき ません。 ハー ド

ウ ェ ア と保守、 オペレーテ ィ ング システムの保守と更新プログラムの適用、 ウイルス対策、

およびデータ保護のコス ト はかかり続けます。
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図 1 代表的な分散型 IT イ ン フ ラス ト ラ クチャ

IT 企業では、 リ モー ト  オ フ ィ スのユーザに今と変わら ないデー タのア ク セス性を提供し、

ユーザと情報を隔てる WAN によ って生じ る課題に対処し ながら、 イ ン フ ラス ト ラ クチャの

統合を促進する ソ リ ューシ ョ ンを必要と し ています。 シスコ と  EMC は、 そ う し たソ リ ュー

シ ョ ンを生み出し ま し た。

ソ リ ューシ ョ ン

Cisco WAAS は、強力で透過的な WAN 最適化およびアプ リ ケーシ ョ ン アクセラ レーシ ョ ン

機能を、使いやす く 管理しやすいアプラ イアンスまたはルータ統合型ネ ッ ト ワーク  モジュー

ルで提供し ます。 シスコはアプ リ ケーシ ョ ン  プロ ト コルと転送プロ ト コルが WAN 経由でや

り取り する仕組みを完全に理解し ているので、 転送に TCP を使用するほぼすべてのアプ リ

ケーシ ョ ン プロ ト コルを最適化する こ とができます。

EMC Celerra フ ァ ミ リ の Network-Attached-Storage （NAS; ネ ッ ト ワーク接続ス ト レージ）

デバイスは、 データ管理用の拡張可能なプラ ッ ト フ ォームで、 サーバ統合、 コス ト 削減、 お

よび情報ラ イ フサイ クル管理のための基盤を形成し ます。スナ ッ プシ ョ ッ ト  コ ピーやレプ リ

ケーシ ョ ン機能などの強力なデータ保護機能を備えた EMC の Celerra 製品は、 IT 企業がコ

ス ト 効率良 く 情報を管理するために必要なス ト レージ容量と ツールを提供し ます。

Cisco WAAS と  EMC Celerra を組み合わせて展開する こ と で、 IT 企業はリ モー ト  ユーザの

パフ ォーマンスを低下させる こ と な く 、 集中型のイ ン フ ラス ト ラ クチャに付随するすべての

利点を享受する こ とができます。 具体的には、 次のよ う な利点があ り ます。

• 展開、管理、および保護するサーバと ス ト レージ イ ン フ ラス ト ラ クチャのサイ ロ化

を抑制する

• サーバのラ イセンス、バッ クア ッ プ ソ フ ト ウ ェ ア、およびデータ保護メ デ ィ アへの

支出が大幅に削減される

• ビジネスの継続性および障害回復計画が簡素化される

• Information Lifecycle Management （ILM; 情報ラ イ フサイ クル管理） を実装するた

めのデータ分類が容易になる
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Cisco WAAS を EMC Celerra と と もに展開する こ と で、 IT 企業は図 2 に示すよ う に、 デー

タ管理およびアプ リ ケーシ ョ ン サービス イ ン フ ラス ト ラ クチャ を単純化する こ とができま

す。

図 2 Cisco WAAS と  EMC Celerra によ って単純化され、 統合されたイ ン フ ラス ト ラ クチャ

Cisco WAAS ： WAN のアプ リ ケーシ ョ ン プロ ト コルのパフ ォーマンス向上

Cisco WAAS は、堅牢で強力なアプ リ ケーシ ョ ン アクセラ レーシ ョ ンおよび WAN 最適化プ

ラ ッ ト フ ォームと し て、 WAN 環境におけるアプ リ ケーシ ョ ン プロ ト コルのパフ ォーマンス

を向上させます。 図 3 に示す Cisco Wide Area Application Engine （WAE） ハー ド ウ ェ ア プ
ラ ッ ト フ ォームを Cisco WAAS ソ フ ト ウ ェ ア と と もに会社全体の各ブ ラ ンチ ロケーシ ョ ン

に配置する こ と で、 IT 企業は WAN リ ソースを使用するアプ リ ケーシ ョ ンのパフ ォーマンス

を高める と同時に、 WAN リ ソースの使用量を削減する こ とができます。

図 3 Cisco WAE ハー ド ウ ェ ア

Cisco WAAS には、 次のよ う な さ まざまな最適化機能が備わっています。

• アプ リ ケーシ ョ ン固有のアクセラ レーシ ョ ン ：Cisco WAAS は、Microsoft Common
Internet File System （CIFS） プロ ト コルの遅延緩和やオブジ ェ ク ト  キャ ッ シング

などの最適化を実現し、 プロ ト コルの作業負荷をローカルで安全に処理する と と も

に、 検証済みの一元的にロ ッ ク されたオブジ ェ ク ト を提供し ます。

• 高度なネ ッ ト ワーク圧縮 ： Cisco WAAS Data Redundancy Elimination （DRE） は、

送受信される TCP ト ラ フ ィ ッ ク を監視し て、 アプ リ ケーシ ョ ン  プロ ト コルと無関

係なデータ  フ ロー内の冗長パターンを特定し、伝送から冗長性を有効に取り除きま
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す。 これによ り、 5 から  500 倍の圧縮 （アプ リ ケーシ ョ ン と プロ ト コルに依存） が

可能です。 持続的な コ ネク シ ョ ン型の Lempel-Ziv （LZ） 圧縮と組み合わせる こ と

で、 Cisco WAAS は帯域幅の使用量を大幅に減ら し、 アプ リ ケーシ ョ ンの遅延まで

も緩和し ます。

• 転送の最適化 ： Cisco WAAS Transport Flow Optimization （TFO） は、 WAN 環境に

おける TCP の動作を強化し、 特にパケ ッ ト 損失が著しい環境でアプ リ ケーシ ョ ン

のスループ ッ ト と効率を改善し ます。

また、 Cisco WAAS は、 市場のあらゆるアプ リ ケーシ ョ ン アクセラ レーシ ョ ンや WAN 最適

化ソ リ ューシ ョ ンの中で最も低い運用コス ト を実現し ます。

• デバイスの自動検出 ： ネ ッ ト ワーク  イ ン ターセプシ ョ ンを設定する と、 Cisco
WAAS を実行する Cisco WAE デバイスは互いを自動的に検出し ます。 管理者はデ

バイスを設定し て、 通信と最適化が可能なデバイスを指定する必要があ り ません。

• 完全な透過性 ： Cisco WAAS は、 ク ラ イアン ト  ワークステーシ ョ ン、 サーバ、 およ

びネ ッ ト ワークに対し て透過的です。シスコは、Quality of Service（QoS）、NetFlow、

アクセス リ ス ト 、 フ ァ イアウォール ポリ シーなど、 ネ ッ ト ワークの機能設定で IT
企業が行ってきた投資を保護し ます。

• スケーラブルで安全性の高い集中管理 ： Cisco WAAS Central Manager は、 安全性

の高いプロ ト コルを通じ てネ ッ ト ワーク内のすべての Cisco WAE アプ ラ イアンス

と通信し、 最大 3,000 ノ ー ド を管理する こ とができます。 また、 可用性の高い方法

で展開し、 ダウン タ イムが許されない環境をサポー ト する こ と もできます。

EMC Celerra データ管理ソ リ ューシ ョ ン

EMC Celerra は、 IP ス ト レージ とデータ管理に適し た、 柔軟でスケーラブルかつ拡張性のあ

るプ ラ ッ ト フ ォームを提供し ます （図 4）。 CLARiiON CX デ ィ スク  ス ト レージを基にし た統

合システムと し て構成し ても、 EMC Storage Area N etwork （SAN; ス ト レージ エ リ ア ネ ッ

ト ワーク） に接続されたゲー ト ウェ イ と し て構成し ても、 EMC Celerra プ ラ ッ ト フ ォームを

使用する と、 管理者はサーバ統合と  ILM を通じ てコス ト を制御する こ とができます。
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図 4 EMC Celerra IP ス ト レージ フ ァ ミ リ

EMC Celerra には、 次のよ う なデータ  ス ト レージ管理機能が備わっています。

• 実績あるアーキテ クチャのスケーラ ビ リ テ ィ ： EMC Celerra は CLARiiON CX ハー

ド ウ ェ ア アーキテ クチャ を利用し て、スケーラ ビ リ テ ィ と耐障害性を実現し ていま

す。 最大 112 TB のス ト レージ容量をサポー ト する Celerra フ ァ ミ リは、 フ ァ イバ

チャネル ド ラ イ ブ ベイ と  Advanced-Technology-Attachment （ATA） ド ラ イ ブ ベ
イの混在環境をサポー ト し ており、単体の管理しやすいデバイス内で階層型のス ト

レージ容量を実現できます。

• サーバ統合 ： EMC Celerra には、 サーバ統合を容易にする一連のサービスが用意さ

れています。 Celerra Virtual Data Movers では、 統合を単純化するために 1 つの物

理システムを複数の仮想サーバに見せる こ とができます。

• 統一されたデータ管理スイー ト ：EMC SnapSure を使用する と、管理者はス ト レー

ジ効率の良い、特定時点の実稼働環境フ ァ イル システムのコ ピーを作成し、オン ラ

イ ン データの保護と柔軟性を促進する こ とができます。 Celerra Replicator は、 地

理的に離れた EMC Celerra デバイス間でフ ァ イル システムを非同期にレプ リ ケー

ト し、 障害回復を可能にし ます。

EMC Celerra は、 次のよ う に運用コス ト を削減する役目も果た し ます。

• 簡単な Web ベースの管理 ： EMC Celerra Manager は、 高度な機能を簡単に実行で

きる使いやすい Web ベースのイ ン ターフ ェ イスです。 1 つのコ ン ソールから単体

の NAS デバイスを管理する こ と も、 NAS デバイスのネ ッ ト ワーク全体を管理する

こ と もできます。 ウ ィ ザー ド、 直感的な GUI、 その他の拡張機能が NAS 環境の監

視と管理に役立ちます。

• 仮想フ ァ イル システム テ ク ノ ロジー ： EMC Celerra では、 革新的な仮想フ ァ イル

システム テク ノ ロジーによ ってス ト レージ プロビジ ョ ニングから複雑さが取り除

かれており、複数のフ ァ イル システムを容易に管理できるよ う になっています。マ

ウ ス を ク リ ッ ク す る だ け で実行 で き る EMC Ce lerra Au tomated Volu me
Management （AVM） ソ フ ト ウ ェ アのボ リ ュームおよびフ ァ イル システム設定を利

用し て、 環境を特定の作業負荷に合わせて簡単に最適化する こ とができます。 仮想

プ ロ ビ ジ ョ ニ ングでは、 仮想 フ ァ イル シス テムまたは Internet Small Computer
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System Interface （iSCSI） の Logical Unit Number （LUN） 内でち ょ う ど必要なス

ト レージ容量を容易に割り当てる こ とができ、必要に応じ て容量が自動的に拡大し

ます。

成功に向けたパー ト ナーシ ッ プ

シスコ と  EMC は、 Cisco WAAS および EMC Celerra 製品で幅広い相互運用性テス ト を実施

し ま し た。 この一連のテス ト では、 IT 企業が分散し たサーバをデータ セン ターに安全に統合

しつつ、 データの整合性やセキュ リ テ ィ を損なわずにパフ ォーマンス期待値を維持できるよ

う に努めています。 テス ト には、 Microsoft Windows for UNIX 環境の CIFS など、 関連プロ

ト コルの次のよ う なすべての側面が含まれます。

• フ ァ イル サーバと ド メ イ ンのセキュ リ テ ィ 、ユーザ認証、およびユーザ許可の維持

• デ ィ スク  ク ォータ を含む、 ス ト レージ管理機能の維持

• 古いデータが提供されないよ う にするための、 データの一貫性と並列性の確認

• シングルユーザおよびマルチユーザのシナ リ オでのプロ ト コル正当性のサポー ト

の検証

• スケーラ ビ リ テ ィ 、 冗長性、 およびフ ェールオーバーのテス ト

• 重い負荷がかかっ て も システムが正常に動作する こ と を確認するパフ ォーマンス

ス ト レス テス ト

シスコ と  EMC は、 Cisco WAAS および EMC Celerra ソ リ ューシ ョ ンを共同でサポー ト し ま

す。 さ らに、 Remote-Office Assessment and Migration （ROAM） サービス も連携し て提供

し ます。ROAM サービスでは、 リ モー ト  オフ ィ スのデータ を分析および評価し、データ  セ ッ

ト を分類、区別し て、Cisco WAAS 最適化フ レームワーク を通じ てデータ セン ターの Celerra
NAS デバイスにデータ を移行できるよ う にし ます。

ま とめ

Cisco WAAS は、強力で透過的な WAN 最適化およびフ ァ イル サービス アクセラ レーシ ョ ン

機能を、使いやす く 管理しやすいアプラ イアンスまたはルータ統合型ネ ッ ト ワーク  モジュー

ルで提供し ます。 EMC Celerra NAS プ ラ ッ ト フ ォームは、 スケーラ ビ リ テ ィ 、 復元力、 およ

び効率化されたス ト レージ管理を実現し、 管理を容易にし ます。 この 2 つを組み合わせる こ

と で、 IT 企業は高額なサーバ、 自由に移動できないス ト レージ、 バッ クア ッ プ ハー ド ウ ェ ア

と ソ フ ト ウ ェ ア、 およびコ ス ト のかかる ソ フ ト ウ ェ ア ラ イセンスをな く し て、 リ モー ト  オ
フ ィ スのイ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ を統合する こ とがで き ます。 統合ネ ッ ト ワーク に移行する

と、 IT 企業は効率的なス ト レージ管理による運用上のメ リ ッ ト を得る こ とができます。 保護

すべきデータの場所が減り、 保護された単一のコ ピーがデータ セン ターに置かれるために、

バッ クア ッ プ と復元のポ リ シーが単純化されます。 障害回復、 ビジネスの継続性、 および法

令準拠を、 課題ではな く 現実のものとする こ とができます。

関連情報

Cisco WAAS の詳細については、 http://www.cisco.com/jp/go/waas を参照し て く ださい。

EMC Celerra NAS IP ス ト レージ プ ラ ッ ト フ ォームの詳細については、EMC の営業担当者に

お問い合わせいただ く か、http://japan.emc.com/products/networked/ip/ を参照し て く ださい。
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